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国の調査によると、平成25年時点で都内に空き家は約82万⼾あり、空き家率は平成10年か
らほぼ横ばいで、11％前後を推移しています。
内訳をみると、空き家のうち、約60万⼾は賃貸⽤であり、平成20年と⽐較して、10万⼾以
上増加しています。⼀⽅で、⻑期不在・取り壊し予定の空家は平成20年と⽐較して減少し
ているものの、約15万⼾存在しており、空家対策は東京都の喫緊の課題といえます。

§1 東京都の空き家状況
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§2 住⺠総活躍コミュニティの実現

⺠間住宅活⽤型セーフティネット整備推進事業
改修工事費の1/3 上限100万円/⼾

東京都⺠間住宅活⽤モデル事業補助⾦
改修工事費の1/3 上限100万円/⼾

国の補助金（添付資料） 都の補助金（添付資料）

空 家 地域包括ケア 住⺠総活躍
コミュニティ補助⾦

八王子UR団地も東京都と同様の問題を抱えています。しかし、コミュニティのない空き家
対策はありえません。私たちは、国や都の補助⾦を活⽤しながら、館ヶ丘団地の中に地域
包括ケアシステムを構築し、住⺠全てが活躍できる「住⺠総活躍コミュニティ」を実現しま
す。
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留学⽣⽀援住宅
90⼾

高齢・障害者
⽀援住宅
260⼾

シングルマザー⽀援住宅
100⼾

§3 全体イメージ



共用

サービス付高齢者向け住宅

店舗 店舗 共用 共用事務所

既存空室を活⽤して、サービス付き⾼齢者向け住宅、障害者⽀援住宅、シングルマザー⽀援住宅、
留学生向け住宅等を整備します。

§4 団地に点在した空室の活⽤
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留学生支援住宅（シェアルーム） シングルマザー⽀援住宅 障害者支援住宅

共用共用

支援

コミュニティ支援員

支援 支援支援
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§5 事業コンセプト
本事業は、サービス付き⾼齢者向け住宅、障害者⽀援住宅、シングルマザー⽀援住宅、留学生⽀援住
宅を3・4街区の空室179⼾を活⽤しながら整備し、八王子UR団地の住⺠、周辺地域を含めたコミュ
ニティの実現を目指します。
そのために、健康や交流、職や学びの場を提供し、多世代がゆとりと生きがいを感じられるように下
記6つのビジョンを掲げてコンセプトの実現に向けて事業を展開します。

自分らしい暮らしの実現

参加型の暮らし

多世代と交流する暮らし

⽣きがいのある暮らし

社会と関わりのある暮らし

地域包括ケアシステムで安心の暮らし
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§6 概念図

11号棟

1号棟 2号棟 3号棟 4号棟 5号棟

8号棟 7号棟 6号棟9号棟

10号棟 11号棟

15号棟 14号棟 12号棟13号棟

コミュニティセンター
（集会室）

留学⽣⽀援住宅
90⼾

高齢・障害者
⽀援住宅
260⼾

シングルマザー⽀援住宅
100⼾

12号棟

訪問介護事業所
居宅⽀援事業所
定期巡回事業所

食堂
多目的室



拠点施設
（病院・クリニック・在宅医療・看護、
在宅介護・グループホーム、など）

サテライト施設
（高齢者住宅、小規模多機能）

近隣・既存団地
子育て世帯

仕事・趣味活動参加・食事利用
（会員は宿泊利用・住み替え）

在宅介護サービス利用

仕事・訪問・託児・食事利用

＜コミュニティ研究会＞
・地域情報の収集
・ニーズが集まる
・賛同者が集まる
・人材の育成
・セミナー開催
・イベント企画開催
・ボランティアの育成、組織化
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ創出
・生きがい創出

緊急対応
入院時等対応等

地域資源の活用と連携・ネットワークを構築することによって、市民参加型のまちづくり、
住環境整備を推進していきます。

近隣・既存団地
高齢者世帯

地域プロデューサー
施設スタッフ 入居者

地域資源人材（主婦） 地域資源人材
（高齢者・リタイア世代）

見守り・相談講師派遣

NPO・ボランティア等医療・介護・看護・その他専門機関
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§7 地域包括ケアシステムの構築（１）



地域コミュニティ地域コミュニティ

生活者Aさん

完成期医療福祉完成期医療福祉

病院

介護

ｸﾘﾆｯｸ

住まい

地域住⺠

住まい

居住福祉居住福祉

文化 ・買い物、生きがい、趣味、学び
なの場の提供

住み替える利⽤

交流・関わり

ニーズに合った安全・安心な住まいを確保し、社会と関わり合い役割を持ち続けながら、
自分の人生に沿った「介護」や「死」を実現できる地域を継続する仕組みを共に創造する。

住まいが確保されてはじめて、
生活者の人権が確保される。
「防災」「快適」な住まい。

自分らしい「死」、「介護」を取り戻す。

医 住

繋

学 楽

地域包括ケアシステムの構築（２）

関わり

・⼤学との交流



自立時 虚弱時 要介護時 完成期

多目的室
ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｶﾌｪ

居宅介護支援 訪問介護
小規模多機能
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
定期巡回

訪問看護 クリニック
ﾌﾛﾝﾄｽﾀｯﾌ
助け合いの会

・今まで通りの自由な生活
・ｺﾐｭﾆﾃｨｶﾌｪの利用で自由
な時間を確保。

・日中の緊急時は顔なじ
みのスタッフが対応。

・入院しても手続きや、
お見舞い対応で安心。

・ライフプランに沿っ
たケア計画を作成。

・食事、清掃などの生
活支援サービス。

・病院の付き添いや、
生活相談。

・緊急時は連携し、24
時間365日の体制。

・在宅介護事業所や医
療機関と連携し、対応。

・訪問、通いによる食
事、入浴などの生活
支援サービス利用。

・ライフプランに沿った
看取りの体制。

・夜間も医師と連携し
対応。

・医療行為が必要に
なっても安心。

⾃⽴の時から看取りまでの連続的・継続的ケアが受けられる体制を整えます。

地域の社会資源活用と連携

10

§8 トータルケアシステムの構築



助け合いの
仕組み作り

医 八王子UR団地で安心して住み続けられるケアシステム

子育て、シニア、学生、
障害者までの多世代型
コミュニティ

住 多世代の交流のある暮らし

講座、セミナー、ワークショップに参加

学 学びの場、楽しみ、豊かな暮らし
豊 ゆとりある空間・環境と共生

自然のシャワーを身
体いっぱいに浴びる。

自給自足。 高齢者住宅での
就労支援

職 居場所、仕事ある暮らし

地域包括ケアで
自立生活

趣味のクラブやサークル
で仲間に出会う。

§9 八王子UR団地で実現する豊かな暮らし

お金をかけない、
豊かな暮らし。



• 東京都の介護難⺠の受け⼊れ
• 低価格の住まいの提供
• 健康促進・介護予防効果
• 医療・介護保険費⽤の低減
• 東京を離れず住み続けられる住まいの提供
• アクティブシニアへのコミュニティ内での雇⽤の場の提供
• 多世代交流による⼈生の活性化
• 外国留学生の積極的受け⼊れによるコミュニティの活性化
• 八王子UR団地全体への波及効果
• スケールメリットを活かした経営の安定化
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§10 効果
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A：⾼齢・障害者⽀援住宅（260⼾）
■EVを増設する。
■EVを必要とする⾼齢・障害者を優先⼊居とする。
■⾼齢者住宅部分はサービス付き⾼齢者向け住宅として申請。
■修繕費の1/3は国交省から、1/3は東京都からの補助⾦を活⽤。
■⾼度医療にも対応できるホスピス型サ⾼住を併設。

§11 住棟活⽤案

B：シングルマザー⽀援住宅（100⼾）
■EVを増設する。
■アクティブシニア・子育て世代を⼊居対象とする。
■要介護や障害が発生した場合は、「⾼齢・障害者共生住宅」への住み替えができる。
■⾼齢者住宅部分はサービス付き⾼齢者向け住宅として申請。
■修繕費の1/3は国交省からの補助、1/3は東京都からの補助⾦を活⽤。

C：国際交流住宅（90⼾）
■3街区はEVを増設しない。
■海外の留学生、国内の⼤学生を⼊居対象とする。
■居室はシェアルームに改修する。
■「⾼齢・障害者共生住宅」へのアルバイト（介護、調理補助、館内清除、家事援助）。
■海外の留学生、国内の⼤学生を⼊居対象とする。
■居室はシェアルームに改修する。
■介護研修センターの設置（介護資格取得）
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コミュニティセンター

■居宅介護⽀援事業所：要介護者のケアプラン作成
■定期巡回随時訪問介護看護：24時間365日の緊急対応
■ケアルーム：療養時のショートステイに対応
■団地内の小規模多機能施設との連携
■小規模保育所

■食堂＋コミュニティカフェ
■団地内配食サービス
■ケアルーム：療養時のショートステイ機能
■フロント：医療介護相談、カウンセリング

定期巡回随時訪問介護看護のイメージ

§12 集会室活⽤案




